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埼玉大学SaCRA望遠鏡と
ぐんま天文台150cm望遠鏡の

現況報告

大朝 由美子 (埼玉大学)

SaCRA望遠鏡

埼玉大学(さいたま市桜区)
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SaCRA望遠鏡 (2012年)

D=55cm, 赤道儀式

2つの焦点：カセグレン F/6.5    

主焦点 F/2.8

検出器（13.4mmチップ)で･･･

12’.8 × 12’.4 (0.”73/pix)@カセ

32’.9 × 32’.0 (1.”87/pix)＠主焦点

36cm望遠鏡 (2016年）

教育利用

大学生の学生実験

一般市民、小中高対象の観望会、
教室

中高生のSSHやJSTグローバルサ
イエンスキャンパス一年研究etc..

SaCRA = Saitama Common-use Research telescope for Astronomy

柴田17

三色(r, i, z)同時撮像偏光装置 MuSaSHI
小型エシェル中分散分光装置SuSaNoo
可視撮像装置(B/V/R/I/Hα/SII/r/i/z/y)
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
学部生 9 11 11 8 9 13 10 7 7 6 7 2 5
院生 0 1 3 4 5 4 5 3 1 5 4 3 1
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撮像

偏光撮像

分光

MuSaSHI
(3波長同時偏光撮像装置)

SuSAnoO
(可視小型エシェル分光器)

Single Filter Turret (1波長)

SaCRAシステムの観測装置
可視光装置３つ

Hα
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可視の長波長側の3波長帯(r,i,z)を同時に偏光・撮像観測

同一観測条件で効率良く観測できる

FOV ～ 12.8’× 12.4’(＠F6.5)
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ウェッジ付きダイクロイックミ
ラー＋フィルター

光学系

FLI ML4710-DD×2
ML4710-MB×1

(e2V CCD4710:1056x1027使用)

検出器

SDSS準拠 r(5,500-6,800Å)
i(7,000-8,100Å)
z(8200-10,000Å)

観測波長

12.8 × 12.5 arcmin
（0.727 arcsec/pixel）

観測視野
@SaCRAカセグレン

アルミニウム製 + アルマイト

40×40×10cm 10kg(+検出器)
筐体

r~16.3m, i~16.3m, z~16.3m限界等級
（S/N=10@60秒）

Oasa et al. 2020 

潮田 2016 修士論文

小型/明るい光学系のため、
より大口径の望遠鏡に搭載可能

↓
なゆた2m望遠鏡（F12.8）

ぐんま天文台1.5m望遠鏡（F12.2)
MuSaSHI用マウントを作成＋観測

透過型エシェルグリズム,スリットター
レット,エシェルグリズム,クロスディス
バーザー,カメラレンズ

直進光学系

FLI ML4710-MB/DD  / FLI KL400検出器

18~180µm,∞の8種スリット幅

3700〜10000[Å]観測波長

R~3,000(@6,000Å スリット36μm)分解能

アルミニウム製(アルマイト処理表面)
600×100×100mm ~8kg

筐体

10[cm] 10[cm]
60[cm]

カメラレン
ズ

エシェル
グリズム

クロス
ディスパーザ

検出器

望遠鏡

ឍ༨ᝀᑝǌͼԔ௣ԔҴګ ÔöÔÂïðÐ

窪田 2016、宮川 2017、小田倉2021 卒業論文

FLI KL400 （CMOS)

GPixel GSense400; 裏面照射

2048 x 2048 pix (11μm)  
← 広視野（ML4710に比べて1.5倍）

最速: 48 fps 1.6 e- read out noise
← 高速、低ノイズ

冷却: 外気温-40 ℃

FLI ML4240 （CCD)

e2v CCD42-40-1-368 ; 裏面照射
2048 x 2048 pix (13.5μm)                      
← 広視野（ML4710に比べて～2倍）
冷却: 外気温-55 ℃
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○連携観測実行夜数

SaCRA 18晩 （2021年11月末－2023年1月）

SKYNET40-60cm望遠鏡＠アメリカ、オーストラリア、チリ 115晩

○観測実行員数 スタッフ2＋学生3  計5名

JGEM試験観測 １晩 SaCRA

Master J0302+1917 17晩 SaCRA

Master J0302+1917 22晩 SKYNET

AGN J0640-2553 45晩 SKYNET

AGN J1007+2203 18晩 SKYNET

AGN J1051+2457 6晩 SKYNET

eROSITA AGN J0428-0000, J0333+0244, J0918+1618,     J0534+1342, 
J1539-0710, J1301+2143     24晩 SKYNET

大質量YSO G36.115 電波メーザーフレア 観測ありがとうございます

³±³²श²²ಏ➪ԳۋØÔ➫ϒᬆ✧ÐÊÔÕÆÓឍ༨

2名 観測企画運営委員Schramm＋協議会委員/観測企画運営委員の大朝

○査読論文

９本（OISTER共著2本含む）

○研究発表

18回

●一般市民対象の星空観望会

2021.11-2023.2 : 18回

参考 ～2023年2月まで 182回

定例の星空観望会164回 ＋ 出張・特別観望会18回

●教室・講演会等アウトリーチ

2021.11-2023.2 : 10回

参考 ～2023年2月まで 約420回

³±³²श²²ಏ➪ԳۋØÔ➫ϒᬆ✧௟ᓑለኴ
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ぐんま天文台 1999年7月開館 間もなく 24年
150cm 反射望遠鏡 with GLOWS, GIRCS, GAOES etc.

鏡面再蒸着 2022年度中

観望光学系改修 2022年度中

GAOES の移設 (せいめい望遠鏡) 進行中

MuSaSHI の導入 (埼玉大学) 進行中

GIRCS 再稼働の準備 進行中

GLOWS 随時利用可能 (冷却性能がやや劣化)

老朽化が目立つ 近未来の不安

気象計測装置

制御装置( MTCU, TMCU, etc. )

制御機器予備機、予備部品確保

システムソフトウェア

観測装置 GLOWS, GIRCS, etc.

その他 (停止したまま諦めている機能も多い)

2023年3月末

150cm望遠鏡担当者定年退職
後継者の目途なし

現研究職 1999年4月採用が最新
主に教育普及活動要員

2023年4月以降

150cm望遠鏡の利用は継続予定

窓口担当者を設定

大学との共同事業等での利用は可
利用については要相談

群馬県

150cm望遠鏡の在り方検討 2023-
- 運用継続

- 運用委託, 指定管理, 時間貸付

-譲渡 ( 有償, 無償，売却, 移設 )

- 移譲 移管

- 廃止 ( 撤去, オブジェ化 )

ただし、

群馬県行政組織に専門家不在

専門家を含む検討委員会の設置か

GAOES 高分散分光器 京都大学 岡山 3.8mせいめい望遠鏡へ移設 GAOES-RV 

主に系外惑星系の研究に重点 波長分解能 R = λ/ δλ ~ 50000 

東京工業大学 佐藤等との共同研究 共同利用にも公開予定

<現在、搭載されている装置>

GLOWS 低分散分光器 随時利用可能 B, V, R, I  撮像( 10’ x 10’ ) + 分光( R ~ 400 )

冷却機能やや低下

GIRCS 赤外線観測装置 観測機能回復を目指し作業中 東京大学 高橋英則等 の協力

冷却機能復旧 J, H, K  撮像( 6.8’ x  6.8’ ) + 分光( R ~ 500 )

MuSaSHI 三波長同時偏光撮像装置 (利用可能) 埼玉大学 金井, 大朝等との共同研究

レデューサ追加 r, i, z  視野( 4.7’ x  4.5’ )  金井ポスター

大学間連携 教育プログラムによる支援 東京大学 高橋の協力

ぐんま天文台 150cm望遠鏡 観測装置の現状
@2023年2月

GAOES-RV

GLOWS MuSaSHIGIRCS
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1. 望遠鏡焦点面に直接搭載

2. レデューサーでF変換

望遠鏡焦点面

手前側

望遠鏡側

340mm

ぐんま天文台150cm＋MuSaSHI

ベントカセグレン焦点（F12.2）に搭載するマウント製作

→ 観測視野2.5’×2.5’, 0.15”/pix (シーイング 2-3”@GAO)

オーバーサンプリングで視野が狭い

↓

MuSaSHIの設計値（F6.5）近くの明るい焦点（4.7’×4.7’, 0.27”/pix＠150

㎝F6.5）すべく

F12.2 → F6.5-7のためのレデューサーの設計・製作

①f2 ≧ 180mm
②f2/f1  ≦ 0.53(＠F6.5)
③D1≧ f1/12.2+28mm (観測視野実サイズ)
④D2≧ 1500 × f1 / 18300  (主鏡瞳サイズ)
⑤コーティングが500-1000nm

F12.2 → F6.7 
(4.7’×4.6’; 0.27”/pix)

レ
ン
ズ
選
定
条
件

詳細は金井ポスター

口径焦点距離

75mm400mmコリメーターレンズ

50mm220mmカメラレンズ

ぐんま天文台150cm＋MuSaSHI：レデューサー
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レデューサーでF変換後

望遠鏡メンテナンスまでに4回(計13夜)観測実施
(快晴率~10%)

4.6’

4.7’

S106 (2022/05/11) M42 (2022/11/21)r,i,z ３色合成図
すばる/CISCO

ぐんま天文台150cm＋MuSaSHI：レデューサー

2.5’

2.57’

r i z

4.6’

4.7’

r i z

詳細は金井ポスター

まとめと今後
SaCRA望遠鏡＋36cm望遠鏡 ＋SKYNET望遠鏡 (22.3まで）

小型ながら、可視の長波長(特にz-band)、多波長測光で貢献

SKYNETは、天候や経度の違いにより、突発天体観測に柔軟に対応

狭帯域同時測光観測装置の開発を検討中

装置群の広視野化や安定運用

SaCRA用装置：三波長同時撮像装置、小型中分散分光器、可視撮像装置 ＋
36cm望遠鏡の組合せ → 四波長同時測光・測光分光同時観測

ぐんま天文台150cmの装置開発と観測共同研究

MuSaSHIを搭載した科学観測 → 今後、明るい焦点に設置してより広視野に。

連携体制の強化として、共同観測の強化

光赤外線大学間連携事業研究の特色を活かしたࠜᄉ௟ᓑ
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一般市民・小中高校生対象の観望会、教室、講演会等での社会貢献

多種多様な観測・装置開発等の経験から、研究を発展かつ視野を拡大

→ 幅広い観点での人材育成


